
 

文学部日本・中国文学科                            

 日本・中国文学科は、日本と中国の言語・文学について探究することを目的として、日本語学

・日本文学・中国文学について、相互の関連を踏まえながら専門的な教育・研究を行い、各分野

について深い知識を持ち、かつ三分野を関連づけて思考することのできる人材を養成します。 
  
ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

 日本・中国文学科では、次の能力や学識を身につけたと認められる学生に対し、学士（文学）

の学位を授与します。 

１．日本と中国にわたる豊かな文学的素養や市民としての教養・汎用的技能を備えている。 

２．日本と中国との文化的影響関係を視野に入れた、京都の伝統文化への理解力を備えている。 

３．当面する諸課題に対して、専門的知識を用いて自ら問い、考え、解決する力を身につけてい

る。 

４．研究倫理に則った正しい姿勢で研究活動を行う能力と、市民としての実践能力を有する。 

５．他者とのコミュニケーションを通じて諸課題に対応する能力を鍛え、各自の思考・判断のプ

ロセスや結果を的確な文章によって表現できる能力を有する。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 日本・中国文学科では、日本語学・日本文学・京都文学／京都文化学・和漢比較文学・中国文

学の５つの分野を設け、次の方針に基づきカリキュラムを編成します。 

１．４年間の学士課程を通じて、教養基礎科目、キャリア育成科目、教養総合科目の履修により

多様な教養や汎用的技能を身につける。 

２．日本語学・日本文学・京都文学／京都文化学・和漢比較文学・中国文学の五つの専門領域に

ついて、専門領域にとらわれず学際的に学ぶことにより幅広い知識を身につけ、国際京都学プ

ログラムとあわせて、日本の伝統文化の中心として発展してきた京都の文学・文化についての

理解を深める。 

３．１・２年次においては、外国語科目により国際的なコミュニケーション能力を身につけ、教

養総合科目により幅広い教養を獲得するとともに、各種「概論」及び「日本語史」・「日本文

学史」・「中国文学史研究」により基礎的な知識を身につけ、あわせて各種「基礎演習」によ

り基本的な研究のスキルを学ぶ。これを基礎において、３・４年次においては、高学年次用教

養総合科目により、より一層幅広い教養を獲得しつつ、各種「研究」により専門的な最新の知

識を学び、各種「演習」において本格的な研究のスキルを身につけてその知識を応用するとと

もに、他学生との協働やコミュニケーション能力を向上させる。４年間を通じて、1 つの専門

領域に偏ることなく幅広く学ぶことにより、各人が独自に設定した学問的課題に対し、自ら考

え、解決していく能力を培う。 

４．授業での知識や協働、コミュニケーションを通じて研究倫理についての正しい理解や市民と

しての実践能力を養う。 

５．的確な文章で表現する力を養成し、その最終的な成果である卒業論文の作成においては中間

発表会を行い、最終評価は、学科教員全員が出席する口頭試問を経た上で、教員全員の合議に

よって行う。 
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